
森林火災の発生危険日数がわかる地図を作りました。
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  成果
森林火災発生危険日の判定
　森林火災ではまず、林床可燃物が最初に燃え始めます。林
床可燃物が20％以上の水分を含んでいると火種があっても
燃えないと言われています。したがって、林床可燃物に含まれ
る水分量が20％よりも少なくなる日を森林火災発生危険日
とみなすことが出来ます。そこで林床に届く太陽エネルギー量
と降水量から林床可燃物に含まれる水分量の変動を推定す
るモデルを作成し、林床可燃物に含まれる水分量が、可燃物
の乾燥重量の20％よりも少なくなった日を森林火災発生危
険日と判定しました。

森林火災発生危険日数地図
　林床に届く太陽エネルギー量は、森林の状態によって異な
ります。その量は苗を植えてすぐの新植地では多いのですが、
樹木の成長にともなって次第に少なくなります。間伐などに
よって樹木の密度が低くなった森林では、密度の高い森林よ
りも多くの太陽エネルギーが林床まで届きます。そこで、林齢
20年以上のうっ閉した森林、1haあたりの立木が1,500本以
下の低密度林、林齢10年未満の新植地の3タイプについてそ
れぞれ、森林火災発生危険日を判定しました。この3タイプの
森林について、1995～2013年の各年の危険日と判定され
た年間の日数の平均値を図2に示します。年間の危険日数が
多い地域は、林齢20年以上の森林では44日程度、低密度林
では200日程度、新植地では300日程度となり、森林のタイ
プによって7倍程度も異なることがわかりました。またいずれ
の森林タイプにおいても、北関東、東海、瀬戸内などの危険日
数の多い地域での日数は、北海道から中国地方の日本海側
に分布する危険日数が少ない地域の約1.8～3.3倍もあるこ
ともわかりました。
　

林業は植林から伐採までの数十年の間に災害をうけるリスクがあります。安定した林業経営のためには、森林の生育ス
テージごとにリスクを見積もることが必要です。そこで３つの生育ステージに相当する森林タイプごとに森林火災の発生
危険日数を示した全国地図を作りました。林床可燃物が燃えやすくなる火災発生危険日を判定するために、林床に達す
る太陽エネルギー量と降水量から林床可燃物に含まれる水分量を推定するモデルを作成し、全国の火災発生危険日数
を地図上に表示する技術を開発しました。その結果、火災発生危険日数は、新植地では林齢20年以上の森林と比べ７倍
程度、危険日数の多い地域では少ない地域と比べ最大で３倍程度になることがわかりました。

森林保険制度
　樹木の苗を植えてから木材として伐採するまでには通常
40～50年以上の年月を必要とします。その間には様々な災
害によって樹木が枯れてしまい価値がなくなってしまうことが
あり、林業経営上のリスクとなっています。森林火災のような
万一の災害に備えて林業経営者から掛け金を集め、いざ損失
が生じたときに保険金を支払うことによって林業経営の安定
化を図るのが森林保険制度です。掛け金の額は森林の持つ
被災リスクに応じて定められる必要がありますが、対象とする
災害の種類や樹木の生育段階に応じて被災リスクは異なりま
す。今回の成果は、森林火災のリスクを生育段階に応じてきめ
細かく評価することを可能にするものです。

  研究資金と課題
　本研究は、森林総合研究所所内委託プロジェクト「森林気
象害のリスク評価手法に関する研究」による成果です。
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  専門用語
林床可燃物：森林の地面に貯まっている落葉落枝や下草など
のこと。乾燥すると燃えやすくなるため、森林火災の時には
最初に燃え始める。

図1． モデルによる林床可燃物に含まれる水分量の推定結果と森林火災危険日の判定結果の一例
林床可燃物に含まれる水分量は、雨が降ると増えますが、雨がやむと林床に届いた太陽エネルギーによって乾燥します。
太陽エネルギー量が多いほど、林床可燃物は早く乾燥するようになり、「森林火災発生危険日」に判定される日数が増え
ます。（玉井・後藤（2016）を改変して引用）

図2． 森林火災発生危険日数地図
危険日数は、赤紫色のところほど少なく、赤色ほど多いことを示します。「森林火災発生危険日」の最大日数は、林齢20年以上の
森林、低密度林、新植地でそれぞれ、1年間で40日程度、160日程度、270日程度と、森林のタイプによって大きく異なることがわ
かりました。（玉井 他（2019）を改変して引用）
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